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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

　
年
末
年
始
は
１
年
の
う
ち
で
最

も
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
で

す
。
東
久
留
米
市
消
防
団
で
は
、

　
月　
日
（
火
）
～　
日
（
土
）

１２

２６

３０

に
消
防
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
を
呼
び
掛

け
ま
す
。

　
家
庭
で
も
家
の
周
り
の
整
理
整

頓
や
火
の
元
の
点
検
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

　
市
で
は
、
生
活
や
仕
事
探
し
、

家
賃
の
支
払
い
な
ど
で
お
困
り
の

方
に
対
し
て
「
自
立
相
談
支
援
」

と
「
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
」

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
電
話
ま
た
は
直
接
福
祉
総
務
課

☎
４
７
０
・
７
７
４
９
（
市
役
所

１
階
）
で
支
援
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
【
受
付
日
時
】開
庁
日
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後
１

時
を
除
く
）

①
自
立
相
談
支
援

　
生
活
状
況
な
ど
を
聞
き
、
課
題

を
整
理
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援

内
容
を
支
援
員
が
一
緒
に
考
え
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
、
関
係
機
関

へ
の
照
会
や
同
行
支
援
を
行
い
ま

す
。
家
族
に
関
す
る
相
談
も
可
能

で
す
。

②
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

　
家
賃
相
当
額
を
支
給
す
る
支
援

で
す
。
支
給
要
件
で
も
あ
る
求
職

活
動
の
支
援
も
行
い
ま
す
。
就
職

後
も
収
入
が
安
定
す
る
ま
で
支
援

員
が
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

　
【
対
象
】離
職
な
ど
の
日
か
ら
２

年
以
内
で
、
住
居
に
お
困
り
の　
６５

歳
未
満
の
方
▼
例
＝
離
職
し
転
職

し
た
が
、
収
入
が
減
少
し
家
賃
の

支
払
い
が
困
難
な
方
▽
離
職
し
就

職
活
動
を
し
て
い
る
が
、
仕
事
が

見
つ
か
ら
ず
収
入
が
無
く
預
貯
金

も
減
少
し
て
い
る
方
▽
住
宅
を
喪

失
し
て
い
て
、
就
職
活
動
を
し
て

い
る
方

　
※
支
給
に
は
他
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
同
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
支
給
額
】世
帯
人
数
に
よ
っ
て

支
給
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
▼
例

＝
単
身
世
帯
５
万
３
７
０
０
円
、

２
人
世
帯
６
万
４
０
０
０
円
、
３

人
以
上
世
帯
６
万
９
８
０
０
円
。

実
際
に
は
、
申
請
月
の
収
入
状
況

に
よ
り
支
給
額
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
支
給
期
間
は
原
則
３
カ
月

で
す
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
申
請
に
よ
り
延
長
で
き
ま

す（
延
長
分
含
め
て
最
長
９
カ
月
）

　
【
支
給
方
法
】賃
貸
物
件
の
管
理

会
社
、
大
家
な
ど
へ
の
代
理
納
付

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

　
都
で
は
、
受
験
生
（
中
学
３
年

生
・
高
校
３
年
生
）
を
持
つ
生
計

中
心
者
に
対
し
、
学
習
塾
な
ど
の

費
用
や
受
験
費
用
に
つ
い
て
無
利

子
で
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。
条

件
に
よ
り
返
済
も
免
除
に
な
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
一
定
以
下
の
所

得
世
帯
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
【
事
業
の
内
容
】現
在
、中
学
３

年
生
・
高
校
３
年
生
お
よ
び　
歳
２０

未
満
の
高
校
・
大
学
な
ど
の
中
途

退
学
者
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
合
格
者
、
浪
人
生
な
ど
が

高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に

入
学
す
る
た
め
の
受
験
料
と
学
習

塾
な
ど
の
費
用
を
貸
し
付
け
ま
す

　
【
貸
付
金
額
】受
験
料
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
が
２
万
７
４
０
０
円
、

高
校
３
年
生
な
ど
が
８
万
円
▼
学

習
塾
等
貸
付
金
＝　
万
円

２０

　
※
い
ず
れ
も
上
限
額
。

　
【
利
用
で
き
る
方
】次
の
す
べ
て

を
満
た
す
方
。
①
引
き
続
き
１
年

以
上
都
内
に
居
住
し
て
い
る
②　
２０

歳
以
上
の
生
計
中
心
者
③
世
帯
収

入
（
父
母
等
養
育
者
）
の
総
収
入

ま
た
は
総
所
得
を
合
算
し
た
金
額

が
一
定
の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

（
世
帯
人
数
〈
父
母
等
養
育
者
お

よ
び
就
労
前
の
子
ど
も
〉
の
合
計

が
４
人
の
場
合
、
給
与
収
入
〈
年

間
〉一
般
３
８
６
万
４
０
０
０
円・

ひ
と
り
親
４
４
１
万
５
０
０
０

円
）。
家
賃
控
除
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
④
預
貯
金
な
ど
の
保

有
資
産
が
６
０
０
万
円
以
下
⑤
土

地・建
物
を
所
有
し
て
い
な
い（
現

在
居
住
し
て
い
る
場
所
お
よ
び
不

動
産
所
得
を
得
て
い
な
い
土
地
・

建
物
を
除
く
。
た
だ
し
、
不
動
産

所
得
が
あ
っ
て
も
状
況
に
よ
り
対

象
と
な
る
場
合
あ
り
）
⑥
生
活
保

護
受
給
世
帯
で
な
い
⑦
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第

　
号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す

７７る
暴
力
団
員
で
な
い

　
※
こ
の
他
、
原
則
、
連
帯
保
証

人
が
必
要
で
す
。

　
申
し
込
み
は　

年
２
月　

日

３０

１５

（
木
）ま
で
に
、福
祉
総
務
課（
市

役
所
１
階
）
へ
。

　
※
申
請
書
は　

年
２
月
８
日

３０

（
木
）
ま
で
に
同
課
へ
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
９
へ
。

　
市
と
都
が
共
催
で
、
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
向
け
、

外
国
人
観
光
客
な
ど
が
安
心
し
て

滞
在
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め

「
外
国
人
お
も
て
な
し
語
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
育
成
す
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

街
中
で
困
っ
て
い
る
外
国
人
を
見

掛
け
た
際

な
ど
に
、

簡
単
な
外

国
語
（
英

語
）
で
積

極
的
に
声

を
掛
け
、
道
案
内
な
ど
の
手
助
け

を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
な

お
、
大
会
期
間
中
に
競
技
会
場
な

ど
で
活
動
す
る
も
の
と
は
異
な
り

ま
す
。

　
【
開
催
日
】　
年
２
月　
日（
金
）

３０

２３

午
後
１
時
～
４
時
半

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室
　
【
講
座
内
容
】お
も
て
な
し
講
座

＝
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
、
外

国
人
に
対
す
る「
お
も
て
な
し
」の

心
を
身
に
付
け
る
た
め
の
映
像
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
た
学
習

　
※
修
了
者
を
都
の
「
外
国
人
お

す
べ
て
同
一
の
内
容
で
す
。
主
催

者
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
１
度
受

講
し
た
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん

　
申
し
込
み
は　

年
１
月　

日

３０

１５

（
月
）午
前
８
時
半
～　
日（
金
）

１９

午
後
５
時
に（
必
着
）、任
意
の
用

紙
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
・

ロ
ー
マ
字
）・
年
齢
・
性
別
・
職
業

（
在
勤
・
在
学
の
方
は
そ
の
所
在

地
も
）・
電
話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所
生
活
文

化
課
市
民
協
働
係
宛
て
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
２
・
１
１
３

１
）
で
送
信
を
。
募
集
開
始
前
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
終
了
後
、
１
週
間
～

２
週
間
以
内
に
運
営
業
務
受
託
事

業
者
か
ら
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
登
録
し
ま
す
。

　
【
対
象
】市
内
在
住・在
勤・在
学

の　
歳
以
上（
中
学
生
を
除
く
）で
、

１５
積
極
的
に
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る

方
、
お
お
む
ね
実
用
英
語
技
能
検

定
２
級
以
上
ま
た
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

５
０
０
点
以
上
に
相
当
す
る
語
学

力
を
お
持
ち
の
方
、
英
語
に
よ
る

簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
方

　
【
定
員
】　

人（
応
募
者
多
数
の

６０

場
合
は
抽
選
）

　
【
受
講
料
】無
料（
交
通
費
な
ど

の
諸
雑
費
は
自
己
負
担
）

　
【
ご
注
意
】語
学
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
申
込
時
の
個
人
情
報
は
都
に
提

出
し
ま
す
▼
未
成
年
者
は
保
護
者

の
了
承
を
得
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
▼
都
主
催
講
座
と
市
区
町

村
・
企
業
な
ど
と
の
連
携
講
座
は
、

　
式
典
は
会
場
の
都
合
に
よ
り
、

中
学
校
の
通
学
区
域
で
分
け
て
２

回
行
い
ま
す
。

　
【
日
時
】　
年
１
月
８
日（
祝
）▼

３０

１
回
目
（
午
前　
時
半
か
ら
）
＝

１０

久
留
米
中
学
校
・
西
中
学
校
・
南

中
学
校
の
通
学
区
域
の
方
▼
２
回

目（
午
後
１
時
半
か
ら
）＝
東
中
学

校
・
大
門
中
学
校
・
下
里
中
学
校
・

中
央
中
学
校
の
通
学
区
域
の
方

　
※
い
ず
れ
も
開
始　
分
前
か
ら

３０

受
け
付
け
。
手
話
通
訳
あ
り
。

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

　
【
対
象
】平
成
９
年
４
月
２
日
～

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

１０（　
月　
日
現
在
、
市
に
住
民
票

１０

３１

が
あ
る
方
へ　
月
中
旬
に
案
内
状

１１

を
送
付
し
ま
し
た
。
届
い
て
な
い

方
や　
月
１
日
以
降
に
転
入
の
届

１１

け
出
を
し
た
方
は
、
市
文
化
協
会

☎
４
７
７
・
４
７
０
０
ま
た
は
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
☎
４
７

０
・
７
７
８
４
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）
　
【
ご
注
意
】同
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
来
場
に

は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
や
む
を
得
ず
車
で
お
越
し

の
際
は
近
隣
の
有
料
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
近
隣
店
舗
・
路

上
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
の
あ
る
方
に
は
駐
車

場
を
用
意
し
ま
す
の
で
同
協
会
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
同
協
会
ま
た
は
同
係

へ
。

「クールチョイス」
ロゴマーク

　
冬
季
は
電
力
消
費
の
ピ
ー
ク
が

朝
と
夕
方
、
長
時
間
に
わ
た
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
省
エ
ネ
は
無
理

や
我
慢
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賢
く
合
理
的
に
使
う

こ
と
で
す
。
地
球
に
も
家
計
に
も

優
し
い
暮
ら
し
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

◎
家
庭
の
節
電
メ
ニ
ュ
ー
例

　
エ
ア
コ
ン
＝
月
２
回
を
目
安
に

フ
ィ
ル
タ
ー
を
掃
除
す
る
。
暖
気

は
上
昇
す
る
の
で
羽
根
は
下
向
き

に
す
る
▼
電
気
ヒ
ー
タ
ー
＝
消
費

電
力
が
大
き
い
の
で
、
足
元
や
脱

衣
所
な
ど
す
ぐ
温
ま
り
た
い
と
き

に
使
う
▼
温
水
洗
浄
便
座
＝
暖
房

便
座
の
ふ
た
を
閉
め
て
放
熱
を
防

ぐ
▼
そ
の
他
＝
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト

東
京
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
家
庭
の
省

エ
ネ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（http://w
ww.tokyo-co2down.jp/individu
al/ecoother/

）
参
照

◎
環
境
家
計
簿
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
環
境
家
計
簿
と
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
を
目
的
に
家
庭
で
消
費
す

る
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
算

出
す
る
も
の
で
す
。
毎
月
、
家
庭

で
ど
の
く
ら
い
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し

て
い
る
か
、
デ
ー
タ
を
記
録
す
る

こ
と
で
、
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
や
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環

境
家
計
簿
」（http://www.tokyo

-co2down.jp/action/account/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
中
小
規
模
事
業
所
向
け
省
エ
ネ

診
断
の
ご
案
内

　
電
気
料
金
の
値
上
げ
や
地
球
温

暖
化
対
策
税
の
導
入
な
ど
、
企
業

が
負
担
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

は
上
昇
の
一
途
で
す
。
コ
ス
ト
削

減
を
お
考
え
の
方
は
、都
の「〈
無

料
〉
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
」
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
東

京
☎
０
３
・
５
９
９
０
・
５
０
６

１
へ
。

　
東
久
留
米
駅
西
口
２
階
の
「
富

士
見
テ
ラ
ス
」
か
ら
は
、
西
に
向

か
っ
て
真
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
「
ま

ろ
に
え
富
士
見
通
り
」
の
先
に
富

士
山
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
「
関
東

の
富
士
見
百
景
」
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
　
冬
至
前
後
の
条
件
が
良
い
日
に

は
、
富
士
山
頂
に
夕
日
が
沈
む
瞬

間
、
ま
る
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
輝

く
よ
う
な
光
景
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

富
士
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山

と
、
光
り
輝
く
太
陽
が
織
り
成
す

光
景
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
月
）
～　

１２

１８

２５

日
（
月
）
の
午
後
４
時
以
降
（
日

没
前
）

　
【
場
所
】富
士
見
テ
ラ
ス（
東
久

留
米
駅
西
口
２
階
）、
ま
ろ
に
え

富
士
見
通
り（
東
久
留
米
駅
西
口
）

な
ど
▼　
月　
日
（
火
）
～　
日

１２

１９

２２

（
金
）
限
定
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

東
久
留
米
店
７
階
駐
車
場
・
屋
上

　
【
ご
注
意
】太
陽
光
で
目
を
痛
め

な
い
よ
う
に
、
気
を
付
け
て
観
察

し
て
く
だ
さ
い
▼
天
候
な
ど
に
よ

り
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

↑
富
士
見
テ
ラ
ス
か
ら
見
え
る

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

　
市
で
は
、　

年
１
月
４
日（
木
）

３０

か
ら
、
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
使
い
、
簡
単
に
市
税
・

料
の
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
で

き
る「
Ｐ
ａ  
ｙ   
倆    ｅ     ａｓｙ

          

口
座
振
替

ペ
イ
ジ
ー

受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
す
。 　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
役
所
の
窓

口
で
、
対
象
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端
末
に
読
み

込
ま
せ
、
暗
証
番
号
を
入
力
す
る

だ
け
で
、
口
座
振
替
の
手
続
き
が

行
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
金
融
機

関
の
通
帳
や
届
け
出
印
な
し
で
、

そ
の
場
で
簡
単
に
口
座
振
替
の
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
納
付
の
手

間
や
納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
同
サ
ー
ビ
ス
で
手
続
き
で
き

る
の
は
、
口
座
名
義
人
本
人
と
な

り
ま
す
。
対
象
金
融
機
関
以
外
の

場
合
や
、
口
座
名
義
人
以
外
の
方

が
手
続
き
す
る
場
合
は
、
従
来
の

口
座
振
替
依
頼
書
（
通
帳
届
け
出

印
が
必
要
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
【
受
付
窓
口
】開
庁
日
の
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時
に
納
税
課
（
市

役
所
２
階
）、
保
険
年
金
課・介
護

福
祉
課
（
い
ず
れ
も
同
１
階
）

　
【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

　
①
対
象
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
（
普
通・通
常
貯
金
）

　
※
手
続
き
時
に
暗
証
番
号
の
入

力
が
必
要
で
す
。
法
人
カ
ー
ド
、

代
理
人
カ
ー
ド
、
生
体
認
証
Ｉ
Ｃ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
一
部
利

用
で
き
な
い
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　
②
本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）

　
※
こ
の
ほ
か
、
市
か
ら
送
付
し

た
「
納
税
通
知
書
」「
納
付
書
」
な

ど
が
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
税
目
】
市
民
税
・
都
民
税
、

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料

　
【
対
象
金
融
機
関
】み
ず
ほ
銀
行
、

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住

友
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
埼
玉
り

そ
な
銀
行
、
東
京
都
民
銀
行
、
東

和
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
西
京

信
用
金
庫
、
西
武
信
用
金
庫
、
青

梅
信
用
金
庫
、
多
摩
信
用
金
庫

　
【
申
込
受
付
期
限
】口
座
振
替
を

希
望
す
る
市
税・料
の
振
替
日（
納

期
限
日
）
の　
日
前
ま
で
に
申
し

１４

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ

る
と
、
次
の
納
期
分
か
ら
に
な
り

ま
す
（
当
該
納
期
分
の
市
税
・
料

は
納
付
書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
）

　
詳
し
く
は
納
税
課
管
理
係
☎
４

７
０
・
７
７
２
９
へ
。

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る

　
市
内
で
は
、　

月
末
ま
で
に　

１１

２６

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
う
ち　
件
が
建
物
で

１４

発
生
し
た
火
災
で
す
。
火
災
件
数

は
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ
、
２
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
寒
く
な
り
空
気
が
乾
燥
す
る
こ

の
時
期
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
「
火
災
多
発
期
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
次
の
点
を
確
認
し
て
、

家
庭
や
事
業
所
で
の
出
火
防
止
対

策
を
図
り
、
火
災
か
ら
大
切
な
命

と
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
電
気
コ
ー
ド
火
災

　
コ
ン
セ
ン
ト
の
差
し
込
み
部
分

に
ほ
こ
り
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
、

定
期
的
に
掃
除
す
る
▼
電
気
コ
ー

ド
の
折
れ
曲
が
り
、
家
具
の
下
敷

き
に
注
意
す
る
。
束
ね
て
使
用
し

な
い
▼
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
決
め

ら
れ
た
容
量
で
使
用
す
る
。
た
こ

足
配
線
に
注
意
す
る

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ス
ト
ー
ブ
火
災

　
外
出
や
就
寝
時
は
必
ず
ス
ト
ー

ブ
を
消
す
▼
給
油
は
火
を
消
し
て

か
ら
行
う
▼
布
団
や
洗
濯
物
な
ど

の
可
燃
物
が
接
触
し
て
火
災
に
至

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
ス
ト
ー
ブ

の
周
り
は
常
に
整
理
整
頓
す
る

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
た
ば
こ
火
災

　
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
▼

灰
皿
に
吸
い
殻
を
た
め
な
い
▼
吸

い
殻
は
水
で
完
全
に
消
火
し
て
か

ら
捨
て
る

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
こ
ん
ろ
火
災

　
調
理
中
は
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
な

い
▼
こ
ん
ろ
の
周
り
に
可
燃
物
を

置
か
な
い
▼
調
理
中
は
火
力
を
調

節
す
る
な
ど
し
て
、
着
衣
着
火
に

注
意
す
る

餅
な
ど
に
よ
る
窒
息
事
故

の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
餅
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
る
こ

の
時
期
に
、
高
齢
者
が
食
べ
物
を

喉
に
詰
ま
ら
せ
る
窒
息
事
故
が
毎

年
多
く
発
生
し
ま
す
。
次
の
点
に

注
意
し
て
、
家
族
全
員
で
窒
息
事

故
を
防
ぎ
、
楽
し
い
年
末
年
始
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
餅
は
小
さ
く
切
り
、
ゆ
っ
く

り
か
ん
で
か
ら
飲
み
込
む
▼
介
助

が
必
要
な
人
に
、
横
に
な
っ
た
状

態
や
仰
向
け
に
寝
た
状
態
で
餅
な

ど
を
食
べ
さ
せ
な
い
▼
乳
幼
児
や

高
齢
者
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
際

は
、
注
意
を
払
っ
て
食
事
の
様
子

を
よ
く
見
て
お
く
▼
万
が
一
の
た

め
に
応
急
手
当
の
方
法
を
理
解
し

て
お
く

救
急
要
請
が
増
加
中
で
す 

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　
東
京
消
防
庁
の
救
急
出
場
件
数

は
、
依
然
と
し
て
増
加
し
続
け
て

い
て
、　

年
中
は　
万
７
３
８
２

２８

７７

件
と
過
去
最
高
の
件
数
と
な
り
、

今
後
さ
ら
に
増
え
続
け
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
救

急
隊
に
よ
り
医
療
機
関
へ
搬
送
さ

れ
た
方
は
、　

万
１
４
２
３
人
で

６９

す
。
救
急
出
場
件
数
が
多
く
な
れ

ば
、
遠
く
の
救
急
隊
が
出
場
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
現
場
へ
の
到

着
時
間
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救

え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

迷
っ
た
と
き
は 

＃
７
１
１
９
へ

　
救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
と

き
や
診
察
が
可
能
な
病
院
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
東
京
消
防
庁
救

急
相
談
セ
ン
タ
ー
（
携
帯
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
か
ら
は

＃
７
１
１
９
、
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
☎
０
４
２
・
５
２
１
・
２
３

２
３
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は　
時
間
、
医
師
や

２４

看
護
師
の
助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
ま
た
は
同
署
警

防
課
救
急
係
☎
４
７
１
・
０
１
１

９
へ
。

　
【
日
時
】　

年
１
月
７
日

３０

（
日
）
午
前　
時
か
ら

１０

　
【
会
場
】滝
山
公
園（
滝
山

二
丁
目
）

　
【
内
容
】市
民
の
生
命
と
財

産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
、

職
業
を
持
ち
な
が
ら
日
夜
活

動
し
て
い
る
消
防
団
員
の
永

年
勤
続
表
彰
と
退
団
者
へ
感

謝
状
の
贈
呈
、
消
防
基
本
操

法
や
一
斉
放
水
の
実
施

　
【
ご
注
意
】当
日
は
午
前　
１０

時
に
開
催
を
告
げ
る
サ
イ
レ

ン
が
市
内
一
斉
に
鳴
り
ま
す

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎

４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

美
子
氏
と
仙
台
の
女
性
防
災

リ
ー
ダ
ー
３
人
。
司
会
は
東
久

留
米
市
男
女
平
等
推
進
市
民
会

議
会
長
の
名
取
は
に
わ
氏

《
①
～
③
共
通
事
項
》

　
【
会
場
】①
と
②
が
市
役
所
７

階
７
０
４
会
議
室
、
③
が
市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
～
未
就
学
児

①
市
民
企
画
講
座
「
始
め
ま
し
ょ

う
～
人
生
が
楽
し
く
な
る
お
片
づ

け
～
」

　
日
々
の
暮
ら
し
に
振
り
回
さ
れ

て
精
い
っ
ぱ
い
な
子
育
て
マ
マ
に

お
薦
め
の
講
座
で
す
。
こ
の
講
座

で
は「
利
き
脳
」を
ヒ
ン
ト
に
、
片

付
け
を
通
し
て
目
の
前
の
暮
ら
し

を
改
善
す
る
こ
つ
を
お
伝
え
し
ま

す
。
暮
ら
し
が
う
ま
く
回
り
出
す

と
、
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

将
来
へ
の
希
望
に
つ
な
が
り
ま
す
。

企
画
運
営
は
イ
ハ
ナ
ラ
イ
フ
。

　
【
日
時
】　
年
１
月　
日（
木
）午

３０

１８

前　
時
半
～
正
午

１０
　
【
定
員
】
先
着　
人
（
要
予
約
）

３０

　
【
講
師
】
ラ
イ
フ
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
®
の
川
崎
朱
実
氏

②
「
プ
ロ
編
集
者
か
ら
学
ぶ
編
集

＆
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
～
想
い
を
形
に
、

想
い
を
文
字
に
～
」
連
続
５
回
講

座
（
基
礎
編
）

　
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
誌
面
作

り
の
た
め
に
、
編
集
の
基
礎
や
文

章
の
書
き
方
な
ど
、
役
立
つ
技
術

が
身
に
付
き
ま
す
。
地
域
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
広
報
誌
、
ブ
ロ
グ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
あ
な
た
の
想
い

を
形
に
し
た
魅
力
的
な
情
報
発
信

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
【
日
時
】全
５
回
。　

年
１
月　

３０

２３

日
、
２
月
６
日
・　

日
、
３
月
６

２０

日
・　

日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、

２７

午
前　
時
～
正
午

１０

　
【
定
員
】
先
着　
人
（
要
予
約
。

１５

全
５
回
参
加
で
き
る
方
優
先
）

　
【
講
師
】株
式
会
社
め
で
ぃ
あ
森

代
表
取
締
役
の
森
恵
子
氏

③
沿
線
３
市
男
女
共
同
参
画
連
携

事
業
２
０
１
７
わ
た
し
の
防
災
コ

ト
は
じ
め　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
仙
台
発
女
性
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
知
恵
と
経
験 
」～
地
域
防

災
力
ア
ッ
プ
へ
の
鍵
に
迫
る
～

　
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
、
仙
台

「
女
性
の
た
め
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」
の
１
期
生
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
お
迎
え
し
ま
す
。
女
性
の

力
を
地
域
防
災
力
に
つ
な
げ
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
た
１
時
間

　
分
で
す
。

１５
　
【
日
時
】　
年
１
月　
日（
火
）午

３０

３０

後
１
時
～
２
時　
分
１５

　
【
定
員
】
先
着　
人
（
要
予
約
）

５０

　
【
講
師
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
コ
ー
ル

ネ
ッ
ト
仙
台
代
表
理
事
の
宗
片
恵

の
保
育
あ
り
。
定
員
５
人
。
①

が　
年
１
月
５
日（
金
）、②
が

３０
９
日
（
火
）、
③
が　
日
（
火
）

１６

ま
で
に
要
予
約

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は　
月
１２

　
日
（
金
）
か
ら
電
話
（
４
７

１５２
・
０
０
６
１
）
ま
た
は
直
接

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
２
階
）
へ
。

　
男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
は
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
こ
れ
ま
で

９
期
に
わ
た
っ
て
地
域
の
中
で
男

女
が
共
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
提
言
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
９
期
目
で
は
、

「
第
２
次
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
」

の
進
捗
状
況
評
価
や
「
第
３
次
男

女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
」
の
策
定
な

ど
の
答
申
を
行
い
、
市
は
そ
の
実

現
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、
第　
期
の
市
民
会
議
設

１０

置
に
当
た
り
、
市
民
公
募
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
【
対
象・募
集
人
数
】
市
内
在

住
で　
歳
以
上
の
方
。
４
人

２０

　
【
任
期
な
ど
】任
期
は　
年
４

３０

月
か
ら
２
年
間
。　

回
程
度
の

１２

会
議
（
年
６
回
、
平
日
午
後
６

時
半
か
ら
）
を
予
定

　
【
検
討
内
容
】第
３
次
男
女
平

等
推
進
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
評

価
な
ど

　
【
選
考
】
書
類
選
考
と
面
接

　
申
し
込
み
は　
年
１
月　
日

３０

１０

（
水
）
ま
で
に
（
必
着
）、「
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の

あ
な
た
の
考
え
」
を
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所・氏
名・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
経
歴

お
よ
び
社
会
活
動
の
経
験
な
ど

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８

５
５
５
、
市
役
所
生
活
文
化
課

男
女
共
同
参
画
係
宛
て
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
（seikatsubunka

@
city.higashikurume.lg.jp

）

ま
た
は
直
接
同
課
（
市
役
所
２

階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・

７
７
３
８
へ
。

　
国
税
の
申
告
納
税
制
度
の
普

及
発
展
な
ど
に
、
長
年
に
わ
た

り
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る

納
税
表
彰
式
が
、
市
長
臨
席
の

も
と　
月　
日
に
ル
ネ
こ
だ
い

１１

１６

ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次

の
通
り
で
す
。

　
【
税
務
署
長
表
彰
】一
般
社
団

法
人
東
村
山
青
色
申
告
会
の
坂

本
雪
子
氏
▼
公
益
社
団
法
人
東

村
山
法
人
会
の
大
島
克
江
氏

　
【
税
務
署
長
感
謝
状
】多
摩
武

蔵
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
吉

田
剛
氏

　
詳
し
く
は
東
村
山
税
務
署
☎

０
４
２
・
３
９
４
・
６
８
１
１

へ
。

　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」は
、良
い

こ
と
を
し
て
い
る
青
少
年
に
は
励

ま
し
の
言
葉
を
、
良
く
な
い
こ
と

や
危
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少

年
に
は
注
意
の
ひ
と
声
を
掛
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
日
常
生

活
の
ル
ー
ル
を
知
ら
せ
、
自
己
と

他
人
を
尊
ぶ
心
を
高
め
、
青
少
年

を
非
行
と
事
故
か
ら
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
各
中
学
校

地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

を
は
じ
め
関
係　
団
体
で
実
施

２８

委
員
会
を
組
織
し
、
市
民
ぐ
る

み
の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 　
月　
日
（
火
）
～　
年
１

１２

２６

３０

月
７
日
（
日
）
は
、
冬
の
強
調

期
間
と
し
て
、
各
中
学
校
地
区

単
位
実
行
委
員
会
が
、
街
頭
パ

ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー

の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
参
加
・
協
力
が
あ
っ
て
、
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
青
少
年
へ

の
励
ま
し
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、

時
に
は
注
意
の
言
葉
な
ど
、
愛

の
ひ
と
声
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７

３
５
へ
。

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業業

を
ご
活
用
く
だ
さ

を
ご
活
用
く
だ
さ
いい

東
久
留
米
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業業

を
ご
利
用
く
だ
さ

を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

消防団出初式を
開催します

３０年１月７日（日）
に滝山公園で

ご
覧
く
だ
さ
い

関
東
の
富
士
見
百

関
東
の
富 
士
見
百
景景

東
久
留
米
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富

東
久
留
米
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士士

や
っ
て
み
よ
う
！
冬
の
省
エ

や
っ
て
み
よ
う
！
冬
の
省
エ
ネネ

～
冬
季
の
節
電
に
ご
協
力
を

～
冬
季
の
節
電
に
ご
協
力
を
～～

申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展

申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展
にに

努
め
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

努
め
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
たた

成
人
の
日
の
つ
ど
い

　

年
１
月
８
日
（
祝
）
に

３０生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す

「
外
国
人
お
も
て
な
し
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
外
国
人
お
も
て
な
し
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」」

育
成
講
座（
２
月
）を
開
催
し
ま

育
成
講
座（
２
月
）を
開
催
し
ま
すす

「
愛
の
ひ
と
声
運
動
冬
の
強
調
期
間
」

青
少
年
健
全
育
成
の
呼
び
掛
け
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

男
女
平
等
推
進
市
民
会
議

男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
のの

市
民
委
員
を
募
集
し
ま

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
すす

会
員
募
集

　
◆
軟
式
野
球（
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ツ
）　
毎

週
木
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
、
滝
山
球
場
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円
、
保
険
代
年
間
１
２
０

０
円
。　

歳
以
上
で
健
康
な
方
。
初
心
者

６０

で
も
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
大
丈

夫
。
詳
し
く
は 
東 
☎
４
７
４
・
６
７
８
０
へ
。

あ
ず
ま

　
◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
東
京 
柏  
葉 
）　

か
し
わ 
ば

毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
日
の
午
後
５
時
～

７
時
他
、
第
二
小
学
校
・
神
宝
小
学
校
で
。

入
会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
０
円

他
。
小
学
生
男
女
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
で
す
。
ま
ず
は
体
験
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
有
賀
☎
０
９
０
・
７
４

１
９
・
２
７
７
８
へ
。

　
◆
大
正
琴
（ 
和 
会
）　
第
１
・
第
３
月
曜

な
ご
み

ま
た
は
木
曜
日
の
午
前　
時
か
ら
、
八
幡
町

１０

地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
５
０
０
円
、

会
費
月
１
５
０
０
円
他
。
初
心
者
か
ら
で

も
可
。
年
齢
・
性
別
不
問
。
見
学
・
体
験
可
。

詳
し
く
は 
大  喜  
多 
☎
４
７
２
・
３
７
７
８
へ
。

お
お 
き 
た

　
◆
東
久
留
米
市
滝
山
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン

サ
ン
ブ
ル　
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
後
１

時
～
５
時
他
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
０
円
他
。

年
１
回
の
発
表
会
を
目
標
に
楽
し
く
練
習

し
て
い
ま
す
。
各
パ
ー
ト
若
干
名
募
集
。

詳
し
く
は
高
橋
☎
４
７
２
・
１
３
１
５
へ
。

　
◆
歴
史
を
語
る
会　
２
カ
月
に
１
回
。

水
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、
生
涯
学
習
セ
ン

１０

タ
ー
で
。
参
加
費
１
回
５
０
０
円
。
１
月

は　
日
に
開
催
。
日
本
に
影
響
を
与
え
た

２４
外
国
人
た
ち「
ペ
ル
リ
」。
講
師
は
近
藤
幸
徳

氏
。
詳
し
く
は
吉
田
☎
４
７
４
・
０
７
５
９

へ
。

催

し

　
◆
の
ぞ
み
の
家
作
品
展
（
社
会
福
祉
法
人

イ
リ
ア
ン
ソ
ス
の
ぞ
み
の
家
）　　
年
１
月

３０

　
日
（
水
）
～　
日
（
土
）
の
午
前　
時
～

１７

２０

１０

午
後
５
時（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）、ス
ペ
ー

ス
１
０
５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入
場
料

無
料
。
感
性
豊
か
な
作
品
と
お
い
し
い

ケ
ー
キ
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は 
疋
田 
☎
４
７
３
・
９
０
２
７
へ
。

ひ
き
た

　
◆
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー（
ひ
ば
り
寿
会
）　

　
月　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時
、
市

１２
１９

民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。

年
の
瀬
の
午
後
を
あ
な
た
と
。
会
員
発
表
、

ミ
キ
シ
ン
グ
、
ト
ラ
イ
ア
ル
。
茶
菓
あ
り
。

詳
し
く
は
湯
田
☎
４
７
４
・
７
９
９
２
へ
。

　
◆
人
形
劇
団
プ
ー
ク
「
三
び
き
の
や
ぎ
の

が
ら
が
ら
ど
ん
」（
よ
い
劇
を
見
る
会
）　　
３０

年
１
月　
日
（
日
）
午
前　
時
半
か
ら
（　

１４

１０

１０

時
開
場
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。

入
場
料
１
９
０
０
円
（
４
歳
以
上
有
料
、
全

席
指
定
、
当
日
先
着
順
）。
入
場
券
は
市
民

プ
ラ
ザ
、
東
部
・
西
部
・
南
部
の
各
地
域
セ

ン
タ
ー
、
證
文
堂
各
店
な
ど
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
松
村
☎
０
８
０
・
３
４

３
８
・
０
０
７
７
へ
。

　
◆
新
春
講
演
会
「
山
田 
方
谷 に
学
ぶ
改
革

ほ
う
こ
く

成
功
の
鍵
」（
司
馬
遼
太
郎
を
語
る
会
）　　
３０

年
１
月　
日
（
日
）
午
後
１
時
半
～
４
時
、

２１

成
美
教
育
文
化
会
館
大
研
修
室
で
。
参
加

費
４
０
０
円
。
講
師
は
備
中
松
山
藩
の
改

革
を
成
功
さ
せ
た
山
田
方
谷
の
直
系
子
孫

の
野
島
透
氏
。
詳
し
く
は
斉
藤
☎
０
９
０
・

７
２
３
５
・
４
６
４
９
へ
。

　
◆
ざ
く
ろ
の
里
シ
ニ
ア
イ
ベ
ン
ト
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）　　
月　
日（
日
）午
前　
時
半
～
午
後

１２
２４

１１

２
時
、
ざ
く
ろ
の
里
（
幸
町
１
ノ
６
ノ　
）
１２

で
。
参
加
費
１
０
０
円
。　

歳
以
上
の
方
。

６５

朗
読
、
臨
床
美
術
な
ど
の
後
、
食
事
会
で
す
。

詳
し
く
は
山
田
☎
４
７
０
・
１
４
５
６
へ
。

　
◆
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り
（
東
久
留
米

の
び
の
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
）　

　
年
１
月　
日（
土
）、東
久
留
米
駅
西
口
集

３０

１３

合
。
参
加
費
３
０
０
円
。
雨
天
決
行
。
先

着　
人
。
福
袋
あ
り
。
飲
み
物
・
雨
具
持
参
。

２０
動
き
や
す
い
服
装
で
。
詳
し
く
は
小
野
木

☎
４
２
１
・
０
４
３
９
へ
。

　
◆
第　
回
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

２４

（
東
久
留
米
地
域
文
庫
親
子
読
書
連
絡
会
）

　
　
年
１
月　
日（
木
）午
前　
時
半
～
正
午
、

３０

１１

１０

中
央
図
書
館
２
階
集
会
室
（
大
）
で
。
入
場

料
無
料
。
市
内
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
の
語

り
手
に
よ
る
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

で
す
。
詳
し
く
は
金
子
☎
４
７
５
・
３
０
２

２
へ
。

　
◆
新
年
か
る
た
会
（
東
久
留
米
図
書
館
友

の
会
）　　
年
１
月　
日（
日
）午
後
１
時
～

３０

２８

４
時
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
和
室
で
。
参

加
費
２
０
０
円
（
茶
菓
・
保
険
代
を
含
む
）。

百
人
一
首
と
抹
茶
で
昔
の
お
正
月
体
験
。

申
し
込
み
は　
年
１
月　
日（
土
）ま
で
に
電

３０

２０

話
で
辻
へ
。詳
し
く
は
辻
☎
４
７
３・２
９
２

５
へ
。

　
◆
ク
リ
ス
マ
ス
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

（ 
ハ
レ
ル
ヤ  
ゴ
ス
ペ
ル  
フ
ァ
ミ
リ
ー 
）　　

H 

G 

F

１２

月　
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演
、
久
留
米
キ

１７
リ
ス
ト
教
会
（
本
町
２
ノ　
ノ
３
）
で
。
入

１４

場
料
無
料
。
自
由
献
金
あ
り
。
キ
ッ
ズ
と

大
人
の
ク
ワ
イ
ヤ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
ゴ
ス

ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
が
出
演
。
詳
し
く
は
松
田

☎
４
２
０
・
１
７
８
９
へ
。

消
防
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま

消
防
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
すす

～
火
の
用
心　

一
人
一
人
の　

心
掛
け
～

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で

 

市
税
・
料
の
口
座
振
替
手
続
き
が
簡
単
に

P
a
P
a
yy−−

e
a
s
y
（
ペ
イ
ジ
ー

e
a
s
y
（
ペ
イ
ジ
ー
））

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
すす


